
2026.12 鈴鹿市議会だより ７

９月16日

産業建設分科会

議案第55号　令和８年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号） 

〇物価高騰対策ものづくり企業等支援事業費　5,502万9,000円

市内ものづくり企業への支援策について問う

議案第65号　令和７年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇すずか応援寄附金推進費　３億2,452万7,926円 

本市のふるさと納税は

　経費の内訳において人件費が計上されているが、人件費が発生する理由は。

　本事業における申請受付や支払事務などの補助的業務を行うため、パート職員

１名を配置している。

質 　疑

答 　弁

　ふるさと納税寄附額の収支関係はどうなっているのか。

　令和７年度の寄附総額６億6,418万6,000円に対し、経費率は49％となっている。

内訳は、返礼品費29.6％、中間事業者への委託料14.9％、配送費4.2％、その他

手数料0.3％である。

質 　疑

答 　弁

　中小企業など（ものづくり企業）が、経費ごとに想定数がきっちりと出ているが、

どのような区分けでしているのか。

　本事業は、中小・小規模製造業および物流業の事業者を対象とした第４弾の実

施となる。過去３回の申請実績を基に想定した対象社数をあげている。

質 　疑

答 　弁

　本事業は「手上げ（申請）方式」で、申請があって初めて対応するという形か。

　申請主義となるが、事前に支援策を行う旨を周知・アナウンスしている。

質 　疑

答 　弁

【概 要】 　原油価格・物価高騰の影響を受けている市内ものづくり企業などの負担軽減を

はかるために、事業継続に必要なエネルギー関連経費を一部支援する。令和８年

４月から令和８年９月までの１カ月単位のエネルギー関連経費のうち、いずれか

の任意の同一種類のエネルギー関連経費が10万円以上の場合で、エネルギー経費

の金額によって、段階的に支援するもの。


